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業績予想の修正および営業外費用（為替差損）の計上に関するお知らせ  

 最近の業績動向を踏まえ、平成22年8月6日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせするとともに、平成23年３月期第２四半期における営業外費用の発生についてお知らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 7,223 554 568 354 57.24

今回発表予想(B) 7,225 616 521 324 52.45

増減額(B-A) 2 61 △46 △29

増減率(%) 0.0 11.2 △8.1 △8.4

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年3月期第2四半期） 5,139 △175 △260 △166 △26.53

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 14,341 963 988 595 96.22

今回発表予想(B) 14,447 1,042 901 537 86.86

増減額(B-A) 105 78 △87 △57

増減率(%) 0.7 8.2 △8.9 △9.7

（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期）

12,016 369 299 161 25.88

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 6,638 463 477 287 46.46

今回発表予想(B) 6,642 534 444 263 42.65

増減額(B-A) 4 71 △32 △23

増減率(%) 0.1 15.4 △6.9 △8.2

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年3月期第2四半期）

4,798 △89 △159 △95 △15.21

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 13,174 818 856 500 80.96

今回発表予想(B) 13,389 864 750 434 70.22

増減額(B-A) 215 46 △105 △66

増減率(%) 1.6 5.7 △12.3 △13.3

（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期）

11,212 429 395 208 33.46



修正の理由 

 第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日）における業績見通しは、売上につきましては第１四
半期に引き続きトラックや建機、産業機器関係、またエコカー補助金による需要が堅調に推移し、自動車および部品メーカ
ーからの受注が予想通り推移したこと等により、前回予想比とほぼ同様となる見込みであります。 
 利益面につきましては、売上増加の中にあっても、生産工程等の改善で材料・外注費削減、SCM改善による物流コスト削
減、生産体制見直しによる人件費抑制、その他にも徹底した原価低減活動を展開したことにより、営業利益が前回発表予
想を上回る見込みであります。 
 一方、為替レートが円高・ドル安に推移し103百万円の為替差損を計上したため、経常利益および四半期純利益は前回
発表予想を下回る見込みであります。 
 また、通期（平成22年4月1日から平成23年3月31日）の業績見通しは、売上につきまして国内のエコカー補助金終了等に
よる減少要因があるものの、トラック・建機・産業機器関係が依然と堅調な予想であることとアジア地域への輸出部品の増
加等でカバーし、前回予想比０．７％の微増と見込んでおります。 
 利益面につきましては、通期に亘り原価低減活動を推し進め、売上増加との相乗効果もあり、営業利益の増加は見込め
るものの、為替相場における円高・ドル安の為替の影響により経常利益および当期純利益につきましては前回発表予想を
下回る見込みであります。 
 
 個別業績予想の修正につきましても、上記連結業績予想の修正の理由と主要因は同様であります。 
 
 なお、今回修正した予想数値の想定為替レートは、１USドル80円（前回予想の想定為替レートは１USドル90円）を前提に
当予想を作成しております。 
 
●営業外費用（為替差損）計上及びその内容 
 為替相場における急激な円高・ドル安により在外連結子会社への外貨建て貸付債権を主として為替評価損が発生した事
により、平成23年３月期第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日～平成22年９月30日）において、営業外費用に為替
差損103百万円を計上いたします。 
 なお、上記金額は平成23年３月期第２四半期末時点での為替相場による評価換算差損であり、今後の為替相場により為
替差損益の金額は変動いたします。 
 
※当資料に記載されている業績見通しの将来に関する記述は、当社が現時点で入手可能な情報に基づき当社の経営者
が判断した予想であり、リスクや不確実性を含んでおります。従いまして、これらの業績予想のみに全面的に依拠して投資
判断を下すことは控えるようお願いいたします。実際の業績は、様々な重要要素により、これらの業績予想とは大きく異な
る結果となり得ることをご承知おき下さい。実際の業績に影響を与える重要な要素には、当社、連結子会社の事業領域を
とりまく経済情勢、市場動向、対米ドルをはじめとする円の為替レート等が含まれます。また、利益増減要因の各項目につ
いては、当社が現在合理的であると判断する方法に基づき表示しています。 
 

以 上


